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   The patient was a 46-year-old man. His chief complaints were urinary frequency and pain on 
urination. They first appeared one year earlier. The patient had had a history of bronchial asth-
ma and urticaria. Vesical capacity decreased and vesico-cutaneostomy developed. The urine sedi-
ment contained eosinophils and vesico ureteral reflux was observed. The bladder tissues contained 
 moderate amount of eosinophils, lymphocytes and plasma cells. The total IgE was 360 IU/ml. 
The IgE RAST score and immediate reaction to the skin tests were all negative.The Arthus and 
delayed-type reaction skin tests were positive to various eumycetes and foods. Provocating tests by 
eating foods such as eggs, meats, and shellfishes reproduced the above-mentioned bladder disorders. 
The patient was therefore put on u diet that restricted the amount of animal protein consumed 
except for white meat fishes, and a mast cell membrane stabilizer was administered. The intersti-
tial cystitis improved but the asthma aggravated. The cystitis was found to develop alternately with 
asthma.
















　 患老:46歳,男 性,塗 料製 造 会社 勤 務
　 初 診:1984年1月7日
　 主 訴1頻 尿 ・排 尿 痛
　 家 族 歴:母 と子 供 に 気 管 支 喘息 が あ った 。
　 既 往 歴=22歳 に入 社 し25歳よ り塗 料 に関 す る仕 事 で
イ ソシ ア ネ ー ト　 (toluene　diisocyanate　田各 し て
TDI)を 扱 った.26歳 頃 よ り軽 い 喘 息 が あ り,34歳
頃 よ り増 悪 し喘 息発 作 を頻 発 す るた め 通 院 加療 を受 け






















　 !姥　 噸 ・。肇　　　　　　　　　　　 ψ
<臨、
G◆　 聯集。3づ










　　　　倍.軽 度から中等度の リンパ球や形 質
　　　　細胞浸潤の他に比較的多くの好酸球 浸
　　　　潤が認められた.
炎 の 出現 に よ り当科 へ 紹 介 され た.
　 現 症=膀 胱 容 量 は 約50ml以 下 で あ った.全 身 の
皮 膚 に 落 屑 性 の 湿疹 が見 られ た.下 腹 部 に膀 胱 痕 が 設
置 され て い る.
　 一 般 検 査所 見=未 梢 血 白血 球 百分 率 で 好 酸球 は5%
であ った.肝 機 能や 腎機 能 に異 常 な し,CRP(十),
RA(一),　ASLO　100　ToddU.免疫 グ ロブ リ ン;
IgG　1　,407　mg/dl,　IgA　161　mg/dl,　IgM　197　mg/dl,
尿 所 見 蛋 白(-H-),RBC(柵),　WBC(十),好 酸 球
多 数.
　 X線 所 見1膀 胱 造 影 に て最 大 膀 胱 容 量 は 約50m且
で 両側 完 全 膀 胱 尿 管 逆 流 現 象 が認 め られ た(Fig.1).
　 膀 胱 鏡 所 見:膀 胱 全 体 が び まん 性 に 充血 し浮 腫 も軽
度 見 られ た.後 壁 に 小指 頭 大 の出 血 部 が あ りこ の周 囲
に浮 腫 状 の隆 起 性 病 変 が あ った.し か し これ がバ ル ー
ンカ テ ー テル に よる も のか 明 らか で な い.
　 膀 胱 病 理組 織 所見(Fig.2)=軽 度 か ら中 等度 の リ
ンパ 球 や形 質 細 胞 の 浸 潤 の 他 に 比 較 的 多数 の好 酸球 浸
潤 が 認 め られ た.ま た 粘 膜 の 比 較的 浅 い部 分 で はか な
りの線 維 化 が 認 め られ た.
　 ア レル ギ ー学 的 検 査 所 見:総IgE(RIST)3601U
/ml,　IgE　RAST陽 性 な し.血 清 補 体 価;CH50
45.7単位,C388　mg/dl,　C4　44　mg/dl,　C514.5　mg/d1,
皮 膚 テ ス ト;即 時 型 はす べ て陰 性.ア ルサ ス型(約6
時 間 後)全 乳 一カ ン ジ ダ ーブ タ クサ ・アル テナ リア ・
ク ラ ドスポ リウ ムな どに 陽性.遅 延 型(24時 間後)ダ
三 ・カ ンジ ダ ・ブタ クサ ・ア ル テ ナ リア.ス ギ ・混 魚
・クラ ドスポ リウム ・室 内塵 な どに 陽 性 .食 餌 性 抗 原
に よる皮 膚 テス ト;即 時 型,サ バ に 軽 度 陽性.ア ルサ
ス型,牛 乳 ・全 卵 ・卵 自 ・豚 肉 ・サ バ ・カ キ(貝)・
ソバ な どに 軽度 陽性.12時 間 後(最 も皮膚 反 応 が 増強
した 頃)牛 乳 ・卵 白 ・ トリ肉 。サ バ な ど に 中 等 度 陽
性.全 卵 ・卵 黄 ・豚 肉 ・牛 肉 ・カキ ・ソバ な どに 軽度
陽 性.遅 延 型,卵 白 ・サバ に 中 等 度 陽 性.豚 肉 ・牛 肉
・マ グ ロ ・イ カ ・カ キ な どに 軽 度 陽 性 .ゲ ル 内沈 降反
応(Ouchterlony法);原血 清 と5倍 濃 縮 血 清 に ア
スペ ルギ ル ス ・ア ル テ ナ リア ・ク ラ ドス ポ リ ウム ーカ
ンジ ダ ・卵 白 ・ブ タ ク サ な どの 抗 原(10mg/m1)を
反 応 させ た.し か しいず れ も沈 降 反 応 を形 成 せ ず.吸
入 誘 発 試 験;ア セチ ル コ リンの 陽性 闘値625γ,ア ル
テ ナ リア,陰 性(】O　3),TDIで2相 性 の下 降 を示 し
た(Fig,3).アレルギ ー試 験 食 摂 取 誘 発 試 験4);28日
間 の ア レルギ ー試 験 食 の結 果 鶏卵 ・牛乳 ・貝 類 ・鶏 肉
・牛 肉 ・エ ビ ・カニ ・イ カな どの 摂取 後約6～10時 間
後 に蘇 麻 疹 や膀 胱 し ぶ り感 ・排 尿時 膀 胱 下 部 激 痛;
尿 道 出血 ・凝 血 塊 な どが 出 現 した.そ こ で 自験 例 の 間









































　 　 　 　 月　 日
症状及び治療
19B4年8月 9月
25　　26　　27　　28　　29 30　　31　　 正 2 3 4 5 6 7 8 9 1D 11　 12 13 14
唱 息　　発　　作 一　　　　　▲ ▲ ▲ ▲ ● 一 一 ● ●　　● ● ●







































15　　16　　17　　18　　19 20　　21　 22 23 24 25 26 27 28 29 30
●　　●　　●　　●　　● ●　　●　　● ● ● ▲ ▲ ▲
●　　●　　●　　▲　　▲ ▲　　▲　　▲ ▲ ▲ 　 一

























1回排尿量 は100～200m1の範囲で退院時 と比較 し
膀胱容量の減少が見られず 日常生活にも支障はない.
尿中白血球は(一)～(±)で尿路感染もほとんど認め
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噛　　息　　発　　作 一　 ▲　　▲　　●　　●　　●　　▲　　▲　　▲　　▲　　一　　一　　一　　　　 一
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回に出現した.退 院後 の両者 の関係はFig.4,　Fig.
5に示すごとく,一方が強い時は他方がほとんどない
があっても軽度という状態であった.ま た両者が軽度






息発作を経験した.そ して当院にお いてTDIに ょ
る吸入試験で喘息の原因の一つ として証 明され た
(Fig.3).しか これを避けていたにもかかわらず寒
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